
令和６年３月８日 

目黒区教育委員会教育長 様 

目黒区立東根小学校 

学校長 高鍋 恭子 

令和５年度 目黒区立東根小学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和５年６月１７日（土） 午前１１時３０分～午後１時３０分 

            ・学校公開参観 

・参観振り返り 

（２）第２回実施日時 令和５年１０月２１日（土） 午前１１時３０分～午後１時３０分 

・学校公開参観 

・参観振り返り 

（３）第３回実施日時 令和６年２月１５日（木） 午前１０時３０分～午後１時 

 

２ 参加者 

樅山幸彦 亀井亜佐夫 平井高士 高田嗣人 眞仁田治子 

 

３ 評価の結果等 

評価項目 四者による学校評価アン

ケートの結果分析 

◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について 

対象 結果 差 

保護者 91.5 －1.7 

児童（低） 88.1 －0.7 

児童（高） 85.7 －3.2 

地 域 100 +15.4 

教職員 100 +1.8 
 

●高学年児童の肯定的な

評価が 85％台でポイン

トも 3.2下がっている。

これは、新型コロナウ

ィルス対策の中で 3 年

間生活したことで、学

校生活に適応できなか

ったり、友達との関係

を上手に築けなかった

りしたことも一つの要

因かと考える。 

・コロナ禍以前の教育活動

が徐々に再開されてき

たが、コミュニケーショ

ンをとることや粘り強

く取り組むことなどを

苦手とする児童が多く

なっている。この現在の

児童が抱える課題を再

確認し、教育活動全体の

見直しをしていく。 

・教職員も経験のないこと

が多くなり、円滑に進め

られないことが増えて

いるので、引継ぎや OJT

などを計画的に行い、教

育活動全体がスムーズ

に行われるようにする。 

・児童、教職員ともに新型

コロナウィルス対策を

講じてきた 3 年間の影

響は大きいと感じる。今

年度、新たに取り組んで

きたことを基に、現在の

児童の状況・学校に応じ

た教育計画を立て、実施

していくようにする。 



Ⅰ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

 

 

 

対象 結果 差 

保護者 80.4 －5.5 

児童（低） 95.3 －0.7 

児童（高） 95.8 －0.7 
 

⦿教育活動全体では、感

染症対策が緩和され従

来の教育活動を行う中

で、教職員が協力しな

がら取り組んできたこ

とが評価されている。

しかし、保護者の中に

は、その内容や意義に

対して、理解が得られ

ていない側面も見られ

る。 

・教育活動は、従来の活動

と新型コロナウィルス

対策を経て変えてきた

ことを精査し、子どもた

ちにとってより意義の

ある活動となるよう工

夫していく。また、保護

者には、活動の意義や取

組について積極的に発

信し、丁寧な説明を行う

よう努める。 

・教育目標や教育活動の変

更点は、その都度丁寧

に、児童や保護者に伝え

ていくことを継続して

いく。 

Ⅱ 心の教育について 

・道徳科（道徳）の授業の

充実や児童・生徒の道

徳的実践力の向上に向

けた取組について 

 

対象 結果 差 

保護者 80.4 －5.5 

児童（低） 95.3 －0.7 

児童（高） 95.8 －0.7 
 

◎児童は、高学年 95.8％、

低学年 95.3％が肯定的

評価である。 

⦿保護者による肯定的評

価は、80.4％と比較的高

いものの、5.5 ポイント

減少している。道徳授

業地区公開講座におい

て、保護者向けの講座

等の充実、参加しやす

い時間帯の確保が要因

の一つだと考えられ

る。道徳科の授業の学

びを生活の中で直接実

践力としてつなげるこ

とは難しいが、期待さ

れている結果と捉え

る。 

・児童一人ひとりを大切に

思い、接することを常に

念頭に、寄り添い、声を

かけ、思いに耳を傾け、

教職員全員で児童理解

に努める。 

・魅力ある道徳科の授業の

充実を図るため、授業の

導入や話し合い活動の

方法などを工夫してい

く。 

・道徳授業地区公開講座に

おいては、本校主幹教諭

による講演会を行い、道

徳授業や児童の言動等

家庭での接し方などを

共有した。参加者は少な

かったが、話しやすい雰

囲気であった。今後も、

継続できる方法で発信

する。 

・道徳教育は、家庭との連

携が不可欠と考える。 

・道徳授業地区公開講座の

もち方は、時間帯や内容

なども含めて検討し、よ

り多くの保護者に関心

をもってもらえるよう

工夫していく。 

Ⅲ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

少人数指導、学習タイ

ム、主体的に学習に取

り組む態度等の取組に

ついて 

・職場体験等体験活動、

●学習指導全体への評価

は、高学年は 90％を超

えているものの、昨年

度より全て 5 ポイント

程度減少している。新

型コロナウィルス対策

を行った上での学習形

態から、児童同士の対

・学力調査等の結果を分析

し、授業改善プランを基

に、児童の実態に応じた

授業改善を行うととも

に、「主体的・対話的で

深い学び」の実現に向け

て授業研究を行い、指導

法や教材・教具の工夫に

・授業を参観して、1年間

の児童の成長を感じる。 

 

・文字指導が徹底して行わ

れた成果が表れている。 

 

・ICT機器の活用で、授業

がスムーズに行われて



自然宿泊体験教室、 

キャリア教育等の充実

について 

 

 

対象 結果 差 

保護者 81.3 －5.5 

児童（低） 87.8 －5.8 

児童（高） 90.5 －4.4 
 

話を中心とした学習形

態に慣れていないこと

が要因だと捉えてい

る。 

●学習活動における学習

用情報端末の活用効果

について、低学年・高学

年共に肯定的な評価が

85％を上回っているも

のの、低学年の評価は

昨年度と比較すると

5.8 ポイント減少して

いる。保護者の評価も

昨年度より 5.5 ポイン

ト減少している。児童

が、学習用情報端末を

授業内で効果的に活用

することができていな

いことや学習以外の目

的で使用してしまって

いることが原因だと考

える。 

努める。 

・習熟度別指導の取組につ

いてその方法やねらい

を保護者会で説明した

り、学習用情報端末を活

用した授業実践を学校

公開日に行ったりし、保

護者への理解啓発を図

る取組を継続していく。 

・「目黒区学習用情報端末

活用スキル ステップ

アップシート」を活用

し、ICT支援員や、GIGA

支援員と連携しながら

児童一人ひとりの情報

活用能力を確実に高め

る指導を行う。 

いる場面が多くあった。

今後も活用の仕方を工

夫していく。 

 

・黒板の板書を写す活動も

時にはあってよい。学習

用情報端末と併用した

学習指導ができるとよ

い。 

Ⅳ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について  

 

対象 結果 差 

保護者 84.2 +2.2 

児童（低） 94.7 +0.5 

児童（高） 86.6 +0.1 

教職員 81.0 －13.7 
 

⦿児童による肯定的な評

価は、低学年で 94.7％

と比較的高い水準を保

っているが、高学年、保

護者共に、肯定的な評

価は 84.2～86.6％に留

まっている。低学年は、

様々な運動や遊びをコ

ロナ禍前に近い形で行

えたことが、増加につ

ながった要因と考えら

れる。高学年や保護者

からの評価は、より一

層の体力向上、健康の

促進を望んでいるた

め、低い結果になった

と考えられる。 

 

・冬季の「なわとび月間」

や「ペースランニング」

などの取組をより充実

させる。 

・「めぐろ ここカラダシ

ート」を活用し、一人ひ

とりの体力や生活習慣

の実態について保護者

に情報発信していく。 

・新型コロナウィルス対策

が解除されたことから、

児童の心身の健康をよ

り一層図る取組を充実

させることが大切であ

る。 

 

・用具の整備などを進め、

児童が安全に運動でき

る環境を整える。 



Ⅴ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の活性化などに

ついて 

対象 結果 差 

保護者 79.8 －5.2 

児童（低） 94.7 +1.4 

児童（高） 91.7 －1.0 

地 域 100 +41.7 

教職員 92.9 －5.3 
 

◎児童・教職員共に肯定

的な評価が 90％を上回

っており、概ね良好と

いえる。また、感染症対

策を講じたうえで、地

域に行事を公開する機

会が増えたことで、学

校の様子が伝わり、良

い評価につながったと

考える。 

●保護者からの肯定的な

評価が昨年度より下回

っている。そのうち、

「分からない」の回答

が否定的な評価を上回

っており、特に異学年

交流活動やクラブ・委

員会活動など、公開し

ていない活動の様子に

ついて、十分に保護者

に伝わっていないこと

が要因として考えられ

る。 

・コロナ禍における制約が

緩和され、活動の幅が広

がる中で、これまでの経

験が少ない児童でも、主

体的に活動できるよう

手だてを講じ、学級・学

年・学校全体で児童が活

躍できる場を設定する。 

・学校行事においては、コ

ロナ禍以前の前例に従

うだけではなく、今の児

童の実態に応じた取組

ができるよう工夫する。 

・たてわり班での交流に留

まらず、様々な学年間交

流ができるよう、学校全

体で計画的に取り組む。 

・公開する機会が少ない、

異学年交流やクラブ活

動等の様子について、適

宜学校ホームページを

活用し、周知に努める。 

・学校では、さまざまな取

組がなされているので、

活動について、ホームペ

ージや学校公開などを

通じてさらに発信し、保

護者や地域への周知を

図っていくことが大切

である。 

Ⅵ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、 

特別支援教育への取組

などについて 

 

対象 結果 差 

保護者 71.4 －12.2 

児童（低） 91.1 +1.2 

児童（高） 90.5 +0.5 

地 域 75.0 +28.8 

教職員 76.2 －4.5 
 

◎地域の方の評価につい

て、昨年度までは、「分

からない」という回答

が多かったが、新型コ

ロナウィルス対策の緩

和により、学校行事等

の参観ができるように

なったことが要因であ

ると考えられる。 

●学習や生活規律の上

で、全校で共通した指

導を粘り強く続けた

が、児童同士や児童と

教員の人間関係の複雑

化や、その対応の難し

さから、学校生活に不

安のある児童・保護者

・「東根スタンダード」に

ついて、教職員、保護者、

児童との共通理解を測

り、粘り強い指導を継続

する。 

・年度当初の保護者会で、

「学校いじめ防止基本

方針」を周知し、学校と

家庭等が協力していじ

め問題に取り組んでい

くことを確認する。 

・日々の児童との関わり

や、月一回のいじめに関

するアンケートを通し

て、児童理解に努め、い

じめ対策委員会や生活

指導夕会での情報共有

・「東根スタンダード」を

年度初めに確認し、共通

理解のもとで教育活動

を進めていくことが大

切である。 

・保護者への周知の仕方、

知らせる内容の精選な

どの工夫が必要である。 

 

・いじめアンケートの実施

方法や内容が、児童の実

態把握に適当かの検証

が必要である。 

・アンケートだけでなく、

日常の児童の言動を教

員がしっかりと見取っ

ていくことも大切であ



もいることが要因とし

て考えられる。児童・保

護者・教職員の全体を

通して生活指導におけ

る課題意識が高まって

いる。 

を行い、いじめの未然防

止、早期発見、早期対応

について組織的に取り

組み、安心して過ごせる

学校を目指す。 

る。 

 

 

＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

 

対象 結果 差 

保護者 93.0 +0.9 

児童（低） 94.1 －1.9 

児童（高） 94.9 +0.6 

教職員 97.6 +3.0 
 

◎今年度は、実際に全学

年が校庭に避難する訓

練を行うことができた

ため、防災や安全につ

いての意識を高めるこ

とができたと考える。 

●低学年で肯定的評価が

減少している要因とし

ては、今年度短期間で

複数回報告があった不

審者に対する不安や防

災や安全についての意

義を十分に理解ないま

まの取組になってしま

っているという点が考

えられる。 

・避難訓練や安全指導の後

に、様々な時・場合・場

面において、どのような

行動や判断をすべきか

学級指導をし、自分の行

動を振り返る機会を設

定する。 

・毎月の避難訓練や各学年

のセーフティ教室の様

子を学校ホームページ

に掲載するなど、防災や

安全についての学校の

取組を保護者や地域に

積極的に発信する。 

・学期内や長期休業日期間

中に「防災ノート」

「GIGA ワークブック

東京」を計画的・友好的

に活用し、防災や情報モ

ラルについて家庭と連

携して考える機会を設

ける。 

・防災意識を高めるために

日々の安全指導につい

ては、全校で継続して行

っていくことが大切で

ある。 

 

・地域や家庭と連携を取

り、地域での防災訓練や

交通安全教室などに積

極的に参加するよう呼

びかけたりセーフティ

教室などへの案内を発

信したりしていく。 

＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

対象 結果 差 

保護者 61.6 －7.5 

教職員 90.5 －6.0 
 

⦿今年度は、中学校と連

携して行う「いじめ問

題を考えるめぐろ子ど

も会議」（第 6 学年）

「合唱コンクールリハ

ーサル見学」（第 5 学

年）等も実施すること

ができた。また、幼稚

園・保育園との子ども

たち同士の交流も実施

する予定だが、実施前

・高学年においては、小中

連携の取組、低学年にお

いては、幼保小連携の取

組を、保護者会などを通

して広く保護者に知ら

せていくとともに、中学

校区で揃えて作成した

キャリア・パスポートを

有効に活用し、キャリア

教育の充実を図る。 

・中学生や幼稚園児、保育

園児との交流は、互いに

よい影響を与えるもの

と思われる。交流できる

ようになったこの機会

を捉え、より効果的な交

流の形を模索していく。 

・また、よい取組について

は、積極的に発信し、保

護者への周知を図りた

い。 



のアンケートであった

ため、結果に反映され

ていないと思われる。 

Ⅶ 情報の発信、家庭・

地域との連携について 

・学校の情報発信や地域

人材の活用、保護者の

協力状況、PTA活動の

充実などについて 

 

対象 結果 差 

保護者 88.4 +3.4 

地 域 100 +7.7 

教職員 95.2 －1.2 
 

◎学校ホームページや

C4thHome&School で

情報発信や連絡を積極

的に行うようにしてき

たことが保護者や地域

からの肯定的な評価の

上昇につながっている

ものと考える。 

●感染症明け、学校行事

や PTA・地域行事も再

開されているが、広く

周知させることや連携

が不十分だったことが

教職員の評価として表

れている。 

・情報発信をデジタル媒体

で行うことが浸透して

きているので、令和６年

度もこの方針で進める

ことを年度当初の保護

者会で伝え、周知を図っ

ていく。 

・PTAや地域と連携し、活

動内容を精査しながら、

学校行事などの取組を

考えていくことが必要

である。 

・情報配信は、便利ではあ

るが、読みにくく見過ご

してしまうことも多い。 

・配信の形を検討できると

よい。 

Ⅷ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

 

対象 結果 差 

教職員 95.2 －3.0 
 

⦿肯定的評価が昨年度よ

り 3 ポイント減少した

が、95.2％と高く、概ね

良好といえる。特に若

手教員に対して、指導

教諭だけでなく、学年・

専科の教諭など、複数

の教員が関わり、指導

の仕方を示したり、模

範となったりしたこと

によるものだと考えら

れる。一方で研修のた

めの十分な時間を確保

することが難しいこと

が課題である。 

・若手教員の育成だけでな

く、それぞれの職層とし

ての職責が果たせるよ

う、OJTの充実を図る。

その際、誰が誰に対して

何の OJT を行うのかを

明確にし、それぞれの課

題、適正に応じた能力の

向上が図れるよう計画

していく。 

・若手教諭が担当職務につ

いての不安を少なくで

きるよう、学年間を超え

て、相談できる時間を設

ける。 

・OJT の充実を図ること

は大切だが、進め方が難

しいと感じる。 

・人材育成が効果的にでき

るような組織作りをし、

１年間を通して計画的

に進められるようにす

る。 



Ⅸ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組

織的な業務の効率化・

最適化について 

対象 結果 差 

教職員 81.0 －11.1 
 

●会議の時間短縮や内容

の精選を行うことで、

時間は確保されてい

る。一方で、長期休業を

充実させるため学期中

に個人面談や研修等を

設定したことが教職員

の多忙感につながっ

た。また、新型コロナウ

ィルス対策以前に行っ

てきた学校行事や学習

を再開するにあたり、

準備や打ち合わせをす

る必要があり、時間が

取られたことも評価の

下がった要因と考え

る。 

・行事等の見直しを図り、

ゆとりをもった教育計

画にする。 

・校務支援システムを活用

し、情報共有や、業務の

効率化に努める。 

・特定の教職員に負担がか

かり過ぎないように、半

期ごとに業務分担や組

織について見直す。 

・会議等の精選、焦点化を

図り、時間を有効に使

う。 

・活動することが多く、忙

しさが増しているので

はないかと考える。活動

内容や取り組み方の見

直しを図り、業務の効率

化を図っていくことが

必要である。 

 

 


